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問カラス等によるごみ散乱被害対策やごみ集積所、ごみ
処理施設の維持管理など生活に密着した持続可能な廃棄
物政策は重要だ。政策の方向性について市の見解を伺う。
答市長　ごみの収集や処理は、社会の機能や人々の生活
を維持するために必要不可欠である。また、リサイクル
の推進のため、市民にごみの分別をより徹底してもらう
ための啓発の必要性も感じている。国においては、製品
と原料を循環させる新しい経済システムであるサーキュ
ラーエコノミーを推進しており、廃棄物政策については、
社会経済情勢も考慮しながら着実に取り組んでいく必要
があると考えている。
質問ゴミ収集と市の環境政策

ごみ問題からの廃棄物政策
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問こどもの性被害防止等の業務は増加しているが教員は
増えない。働き方改革で学校活動が縮小される中、教員
は児童生徒や保護者とどうコミュニケーションを図るか。
答教育長　学校生活のあらゆる機会を捉えて、児童生徒
との信頼関係を築くとともに、保護者とのコミュニケー
ションも、保護者会、面談などを活用し、取っていく必
要がある。また、勤務時間外の電話対応は制限している
が、日を改めるなど、できる限りの対応をしていく必要
があると考える。さらに、連絡システムであるすぐーる
の配信機能を適切に活用することで、より効率的、効果
的なコミュニケーションの実現が可能であると考える。
質問農地中間管理事業の活用　質問教育の諸課題９
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問私の議場での発言は市民の代表として行っている。川
越まつり関係者の多くが「山車修繕基金」設置を要望し
ているが、再度、市長の考え方について伺う。
答市長　山車修繕基金の設置については、山車保有町内
協議会の各町に、修繕に係る状況等についての調査を行
うとともに、ユネスコ無形文化遺産「山・鉾・屋台行事
に登録されている自治体に、
山車や屋台の修繕に関する
補助等について照会してい
るところであり、引き続き、
調査・研究していく。
質問川越氷川神社文化財　　　質問市長の政治姿勢

」

東中の今後を早急に検討を
政策フォーラム 髙

た か は し

橋　 剛
つよし

23

問少子化が加速しているといわれており、児童生徒への
対応が急がれると考えるが、教育委員会の見解を伺う。
答学校教育部長　本市の児童生徒の推計によると、出生
数の減少の影響もあり、今後も減少は続くものと見込ん
でいることから、一定の集団規模を確保できないことに
よる学校運営の課題が懸念される。教育委員会としては、
適正規模・適正配置における基本的な考え方を整理した
基本方針を今年度策定し、各地区における小中一体化や
同校種の統合に向けた具体的な計画を順次策定したいと
考えている。また、建築後65年を迎えている東中学校に
ついては、早急な検討が必要であると認識している。
質問市立東中学校の更新

ハラスメント防止等の概要
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問川越市職員ハラスメント防止等の指針の概要について
伺う。
答総務部長　本指針は、川越市ハラスメント根絶宣言を
受け、より効果的なハラスメント防止を図るために、職
員一人一人が、ハラスメントに関する正しい知識と共通
の認識を持ち、お互いを尊重しながら、働きやすい良好
な職場環境の実現を目指し、職場におけるハラスメント
の防止やハラスメントに起因する問題が生じた場合の対
応等に関し、必要な事項を定めたものである。

質問ハラスメント　　　� 　　質問斎場の費用負担のあり方

徒歩避難困難地域への対策
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問避難所等が遠く、徒歩避難が困難な地域への対策とし
て、民間施設の協力や隣接する自治体の避難所へ避難す
るなどの対策が必要と考えるが、市の考えはどうか。
答危機管理監　指定緊急避難場所や指定避難所となる公
共施設には限りがあることから、民間施設や隣接する自
治体の協力を得ることは有効と考えている。今後は、民
間施設との、災害時の避難に関する協定の締結に向けた
働き掛けを継続するとともに、埼玉県内全市町村で締結
している相互応援に関する基本協定に基づき、隣接する
自治体への避難が可能である旨を住民に周知するなど、
避難に時間を要する地域への対策を検討していきたい。
質問小中学校に関わる諸課題　質問災害対応、対策


